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メバチ 中西部太平洋 
（Bigeye tuna Thunnus obesus） 

 

 

管理・関係機関 

中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC） 

最近の動き 

2024 年の総漁獲量は約 15.2 万トン（予備集計）で、前年
比約 103％ であった。直近の資源評価は 2023 年であり太
平洋共同体事務局（SPC）の科学専門グループによって実施
された。54 シナリオによる評価の結果、2021 年の資源状態
は、過剰漁獲ではなく、乱獲状態でもないとされた。2023 年
12 月に開催された WCPFC 第 20 回年次会合において、まき
網漁業の操業日数制限や、はえ縄漁業のメバチ漁獲枠等、主
要な措置について議論され、FAD 操業禁止期間を短縮する、
またオブザーバーまたは電子モニタリングのカバー率に応
じて最大 10％まではえ縄漁業におけるメバチの漁獲枠を拡
大可能とする措置が合意された。2025 年 12 月に開催され
た WCPFC 第 22 回年次会合において、同措置を 2027 年ま
で延長することが合意された。 

利用・用途 

はえ縄の漁獲物は生鮮（刺身）、まき網の漁獲物は缶詰を
はじめとする加工品として主に利用される。 

漁業の概要 

WCPFC が管理する中西部太平洋は、西経 150 度以西の太
平洋であり、メバチの分布域及び漁場をカバーしている（図
1）。はえ縄及びまき網が主な漁業である。はえ縄は 1950 年
代にキハダを主要対象種として発展したが、1970 年代半ば
にメバチを主要な対象とするようになった。まき網は、カツ
オを主対象としつつ、キハダも漁獲する漁業として 1970 年
代半ばに始まった。1970 年代までは、はえ縄が漁獲量のお
よそ 9 割を占めていたが、その後、まき網による漁獲量が増
加した。2024 年の総漁獲量は約 15.2 万トン（予備集計）で、
内訳は、まき網が約 33％、はえ縄が約 36％、竿釣りが約 2％、

図 1. 太平洋におけるメバチの分布域と索餌域 図 2. 中西部太平洋におけるメバチの漁法別漁獲量（上図）と
国・地域別漁獲量（下図）（1950～2024 年）(WCPFC 2025) 
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その他が約 29％である（図 2 上）。その他には、フィリピ
ン及びインドネシアにおける多様な漁業（ひき縄、小型のま
き網、刺網、手釣り等）が含まれている（図 2）。なお、図
2 に示されている漁獲量は、WCPFC の個人情報保護のルー
ルにより、漁獲実績がある船舶数が 3 隻未満の国・地域は、
漁業の努力量及び漁獲量が公表されないため、諸文書の総
漁獲量の記載と一致しない場合がある。 

まき網漁業については、日本近海、特に三陸沖で、季節的
にカツオ・マグロ類を対象とする操業が第二次大戦前より
行われていた。熱帯域における大規模なまぐろまき網漁業
の先駆者は日本である。マッカーサーラインが廃止された
1952 年から試験的に太平洋熱帯域への出漁がみられ、1969
年に自然流木に蝟集する魚群を対象とする漁法（流れもの
操業）が開発され、また、素群れへの操業方法開発の努力も
続けられた結果、1970 年代半ばに、現在の熱帯域で周年操
業する形態が確立した（海外まき網漁業協会 2004）。1980
年代には台湾船、韓国船が参入し、かつ東部太平洋の不漁に
よって一部の米国まき網船が中西部太平洋に漁場を移し、
メバチの漁獲量が増加し始めた。1990 年代に入ると、集魚
装置（FAD）を使用した操業が発達した。これは、人工的に
流れもの（人工筏とも呼ばれ、典型的には、フロートになる
筏部分と、海中にあって蝟集効果を高めると考えられる網
（中古のまき網の身網）及び位置を知らせるブイで構成さ
れる）を海に投入し、しばらく待って（数週間から数か月）、
魚群が蝟集した場合、これを明け方に漁獲する漁法である。
近年、FAD に魚群探知機と衛星ブイを装着し、魚群の蝟集
状況を、FAD に赴いて点検せずとも把握できる工夫が行わ
れている。点検時間が短縮することにより、FAD 操業の漁
獲効率が高まっている可能性がある。これらの装置は、大西

洋及び東部太平洋では、ほぼすべての FAD に装着されてい
るとの報告がある（ICCAT 2016、Hall and Román 2018）。
数年前より、世界的にマグロ類の地域漁業管理機関におい
て、FAD に関する調査の気運が高まっている。具体的な調
査項目として、FAD 操業のマグロ類資源や生態系へのイン
パクトを推定する目的で、海上にある総 FAD 数の推定、FAD
寿命の推定、生分解性の FAD 素材の開発、生物が絡まりに
くい FAD の開発、FAD に関する情報収集項目の標準化作業
等がある。中西部太平洋内では、東部の方が西部より小型メ
バチの単位努力量当たりの漁獲量（CPUE）が高い傾向があ
り、かつ東部で FAD 操業が盛んである。したがって、主と
して東部海域での FAD 操業によるメバチ資源への影響が懸
念されている（Harley et al. 2015、Kawamoto and Nakamae 
2016）。漁場は、北緯 10 度から南緯 10 度の熱帯域で東西
に幅広いが、特に東経 160 度付近で漁獲が多い（図 3）。漁
獲対象魚種によらず、まき網全体の努力量は近年上昇傾向
にあり、特に島嶼国の努力量は増加しているものの、それ以
外の国の努力量は横ばいか低下傾向にある。操業方法によ
り主として漁獲される魚のサイズが異なり、素群れ操業は
尾叉長 50～100 cm に分布する。流れもの操業（FAD 操業含
む）は 50 cm を主体に、90 cm 未満が多い（Williams and 
Ruaia 2023）。 

はえ縄漁業については、我が国漁船は 1938 年頃に漁場を
赤道付近まで拡大し、キハダを主要な漁獲対象種としてい
た（岡本 2004）。マッカーサーラインが廃止された 1952 年
から、漁場を急速に拡大し、1960 年には中央アメリカ沿岸
に達した（Suzuki et al. 1978）。その後も南北両半球の温帯
域に操業域を広げ、1960 年代には、地理的に最も広く操業
が行われた。この頃は缶詰等の加工品原料としてキハダと
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図 3. 主要漁業によるメバチの漁獲量分布（2012～2021 年）及び 2023 年の資源評価に用いられた海区区分（Day et al. 2023） 
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ビンナガを漁獲していたが、1970 年代半ばには、刺身需要
の増加と冷凍設備の改善によって、主たる漁獲対象魚種が
メバチに変更されたため、はえ縄のメバチ漁獲量が増加し
た。主な漁場は、北緯 15 度と南緯 15 度の間の熱帯域で東
西に幅広い。この他、南北 30～35 度付近の温帯域に、それ
ぞれの冬場を中心にメバチの好漁場が形成される。これら
の魚体は小さく未成熟なので摂餌回遊と考えられる（図 4）。
日本船の漁獲量は、1990 年に最大の約 6.50 万トンを記録し
たが、その後は減少傾向にあり、2024 年は約 1.3 万トン（予
備集計）であった（図 2 下）。はえ縄船の漁獲サイズは、主
として尾叉長 90 cm から 170 cm である（Williams and Ruaia 
2023）。 

竿釣り漁業は、日本のカツオ竿釣り漁業で漁獲されるメ
バチが 1950 年代から記録されている。1970 年代半ばまで、
年間およそ 1,000～2,000 トンの漁獲であった。その後、イ
ンドネシアの漁獲が増加し、近年（2014～2024 年）では漁
獲量が多い日本とインドネシアでほぼすべての竿釣りの漁
獲を占めた。 

そのほかの漁業は、フィリピンとインドネシア東部にお
ける多様な漁法（ひき縄、小型のまき網、刺網、手釣り等）
が含まれる。漁獲サイズは、尾叉長 20～50 cm が多い
（Williams and Ruaia 2023）。これらの漁業についても、漁
獲量の把握の取り組みは行われているものの、水揚地が多
いことから、特にインドネシアの漁獲量については不確実
性が高いと考えられている。 

生物学的特性 

メバチは、三大洋の熱帯域から温帯域にかけて広く分布
する。若齢で小型のメバチは、似たような大きさのカツオや
キハダと群れを作ることがあり、これらはもっぱら表層に
分布する。成長するにつれて、メバチ単独の群れとなり、よ
り水深の深い層にも分布するようになる。産卵は水温 24℃
以上の水域で周年行われると考えて良いが、季節性もみら
れ、赤道の北側で 4～5 月、南側では 2～3 月である（二階
堂ほか 1991）。このような産卵期の違いは、中西部太平洋
内に系群が存在する可能性を示唆する。近年、西経 140 度、
155 度、170 度、180 度の赤道を放流点として、放流点と再
捕点のみが分かる標識と、移動経路が分かる標識を用いた
大規模な標識放流調査が行われた（Schaefer et al. 2015）。
東西方向に、隣の放流点にまで移動する例は多数みられた
が、それ以上の長距離移動は少なかった。これらは系群の存
在を補強する証拠となり得る。さらに、熱帯域では太平洋の
西経 150 度のあたりで漁獲サイズが異なることが知られて
いる（図 4）。一方で、はえ縄やまき網の漁獲状況をみると、
中西部太平洋内では明瞭な漁獲の切れ目がないことが分か
る（Williams and Ruaia 2023）。このように系群の存在につ
いては異なる見解が得られるため、判断が難しいものの、中
西部太平洋のメバチの資源評価では、中西部太平洋で 1 つ
の系群と見なし、東部太平洋側との境界を西経 150 度にお
いて資源評価を行っている。 

メバチは多回産卵型で、産卵期にはほぼ毎日産卵し、産卵
は夜間（19 時から真夜中；二階堂ほか 1991、19 時から朝

4 時；Schaefer et al. 2005）に行われ、1 回あたりの産卵数
はハワイ南西沖のサンプルから体長 150 cm で約 220 万粒
であると考えられている（二階堂ほか 1991）。胃内容物か
らは魚類や甲殻類、頭足類等、幅広い分類群が出現し、餌の
嗜好性はないようである。しかし、他のマグロ類に比べてハ
ダカイワシ類やムネエソ等の中深層性魚類が多い。仔魚期、
稚魚期には多くの捕食者がいると思われるが情報は少ない。
さらに遊泳力が付いた後は大型のカジキ類、サメ類、歯鯨類
等に外敵は限られてくるものと思われる。成熟に達する生
物学的最小形は 90～100 cm、14～20 kg（満 2 歳の終わり
から 3 歳）と報告されており（Kikawa 1953）、雌の 50％は
92 cm で成熟し、135 cm の雌では 100％が成熟している
（Schaefer et al. 2005）。尾叉長は最大で 2.0 m を超えるも
のとされる（Collette and Nauen 1983） 。 

本資源の成長曲線は、資源評価において独自に推定され
ている。2020 年の資源評価では、耳石の年齢査定データと
標識放流データ（若しくは耳石の年齢査定データのみ）を用
いて資源評価モデル外部で成長式を推定し、そのパラメー
タを資源評価モデルに与えていた（Farley et al. 2020、Eveson 
et al. 2020、Vincent et al. 2020）。しかし、キハダ資源評価
の外部レビューは、全体長範囲にわたって十分な数の耳石
サンプルの採取を試みたり、年齢によって耳石の読みやす
さが異なったりすることによって、資源評価モデル外部で
成長曲線を推定すると偏りが生じる可能性が高いと結論づ
けた（Punt et al. 2023）。この指摘を受け、2023 年の資源
評価で用いた成長曲線は、中西部太平洋キハダと同様に、体

平均

体重

図 4. はえ縄漁業によるメバチの平均漁獲サイズ（kg）の一例 
（2010 年） 
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長組成データと耳石を用いた年齢査定データを用いて資源
評価モデル内で推定された（図 5 上）。しかし、これら二つ
のデータは、異なる成長速度の情報を持っていたため、デー
タに対し 3 パターンの重みづけを行っている。また、体長体
重関係式は、WCPFC が主導する港における調査結果を用い
て、資源評価モデルの外で推定されている（Macdonald et al. 
2023、図 5 下）。 

メバチは一般に体長が大きいほど雄が多いことが知られ
ている。このような体長別の雌雄比が再現できるように、
2020 年の資源評価では、自然死亡係数を雌雄別に成熟度を
考慮して推定し、最終的に雌雄をまとめて、1 つの体長別の
自然死亡係数が作成され、資源評価モデルに与えられた
（Harley and Maunder 2003、Hoyle 2008、Hoyle and Nicol 
2008、Harley et al. 2014、McKechnie et al. 2017、Vincent et 
al. 2018、2020）。しかし、自然死亡係数は成長曲線に依存
しているため、資源評価を進める際に成長式が変更された
場合、再推定が必要となり資源評価モデルの構築に複雑さ
を与えている。そこで最新（2023 年）の資源評価では、キ
ハダの資源評価と同様に、モデル内で成長曲線を推定し、
Lorenzen の自然死亡係数式に変換する手法が導入された
（図 6）。 

資源状態 

直近の資源評価は 2023 年に SPC の科学専門グループに
より行われた（Day et al. 2023）。資源評価モデルは統合モ
デルの Multifan-CL（Fournier et al. 1998、Hampton and 

Fournier 2001、Harley et al. 2014、McKechnie et al. 2017、
Vincent et al. 2018、Ducharme-Barth et al. 2020）が用いら
れた。Multifan-CL には、9 つの海区に分割されたメバチの
漁獲量、資源量指標、体長・重量組成データ、標識放流デー
タ、及び耳石データが入力され、最尤推定によって漁獲死亡
係数や移動率等の値が推定された。2020 年の資源評価から
の主な変更点は、①漁獲誤差アプローチから、漁獲条件付き
アプローチへの変更、②成長式と自然死亡率の Multifan-CL
内部での推定、③モデルが収束しているかの確認作業の追
加が挙げられる。漁獲誤差アプローチ、漁獲条件付きアプロ
ーチ共に資源量指標が用いられているが、漁獲条件付きア
プローチでは、資源量指標が直接最尤推定の計算に用いら
れるため、推定値。に対する資源量指標の影響が大きくなっ
ている。資源量指標は、2020 年の資源評価と同様にはえ縄
漁業から得られる単位努力量当たりの漁獲量（CPUE）が用
いられ、R ソフトウェアパッケージ sdmTMB を用いて標準
化された（Anderson et al. 2022、Teears et al. 2023）。成長
式は Multifan-CL 内部で推定することにより、耳石データの
偏りを補正し、体長組成データとの一貫性を保つことがで
きる。また、自然死亡係数は成長式と連動して推定されるた
め、成長式と合わせて Multifan-CL で推定することにより、
計算の効率化と精度を保つことが可能となる。モデルが収
束しているかどうかの確認には、パラメータの初期値をラ
ンダムに変更する jitter 解析と、全てのパラメータの分散・
共分散行列（ヘッセ行列）の固有値を算出することで評価さ
れた。今回の資源評価では、パラメータの初期値をランダム
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図 5. 中西部太平洋メバチの四半期年齢時における成長曲
線（上図）、体長と体重の関係式（下図） 
成長曲線は資源評価モデル内で推定している。 
体長と体重の関係式は、漁港でのサンプル調査のデータを
解析した結果を用いている（Macdonald et al. 2023）。 
 

図 6. 中西部太平洋メバチの各四半期齢時の自然死亡係数 
2023 年の資源評価では、成長式に基づく Lorenzen 式が用い
られ、曲線の平均値がモデル内で推定された。 
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に変更することにより、より良い最尤推定結果を得ること
ができたが、全てのパラメータの値の推定精度は低い可能
性がある（WCPFC 2023）。 

資源評価結果は、不確実性を考慮するため、Multifan-CL で
計算された 54 ケースのシナリオの結果を統合したもの（グ
リッド）となっている。これらの設定と解析は、次の過程を
経て行われた。まず、SPC は 2020 年の資源評価モデルを基
に、漁業データの更新、Multifan-CL の新しいソフトウェア
の適用等を行って、感度解析を行うための Diagnostic model
（診断モデル）を構築した。次に、構造的な不確実性を整理
し、診断モデルの設定項目を 1 つずつ変更する感度解析を
行い、各設定が結果に与える影響を判定した。さらに、これ
らの感度解析と診断モデルの結果を比較して、合計 54 のグ
リッドを作成した。考慮された構造的な不確実性は、親子関
係の強さの指標であるスティープネス（3 種類）、標識魚の
混合率（2 種類）、体長・重量組成の重み（3 種類）及び、
耳石データの重み（3 種類）であり、グリッド間の重みは等

価として扱われている。 
最大持続生産量（MSY）は約 16.5 万トン（54 モデルの中

央値）と推定され、2023 年の漁獲量より大きい。2018 年か
ら 2021 年の平均の産卵資源量（SB）の 54 モデルの中央値
のレベル（SB2018-2021/SBF=0）は 0.35（80％確率範囲は 0.31～
0.40）であり、限界管理基準値（Limit Reference Point；
SB/SBF=0=0.20）を上回っている。なお、2021 年は SB が 69
万トン、SBF＝0 が 192 万トン（54 モデルの中央値）と推定さ
れている。また、過剰漁獲の判断基準の一つである MSY を
実現する漁獲死亡係数（FMSY）と比較した場合、2018 年から
2021 年の平均漁獲死亡係数の 54 モデルの中央値のレベル
は 1.0 を下回った（F2018-2021/FMSY=0.59：80％確率範囲は 0.46
～0.74）。これらの結果から、資源は乱獲状態の可能性が低
く、漁獲の強さが過剰でない可能性が高いことが示された
（図 7）。 

漁業がないと仮定して推定した状態の SB を 1.0 としたと
きの、実際の SB との比（資源の減耗率）は 2010 年代初頭
まで減少傾向にあったが、2010 年代中盤より 0.35 付近を推
移しており横ばいである（図 8）。海域全体の加入量は、1960
年まで減少し、1978 年を除いて大きな変動がない近年は、
フィリピン・インドネシア海域（7 海区）と中部太平洋（4
海区）での割合が増えている（図 9）。漁獲死亡は、まき網
の漁獲量が増加した1980年頃から若齢魚の漁獲死亡係数が
急激に増加し、FAD 操業が始まった 1990 年代半ば以降にさ
らに急増した。1980 年以降の増加は、フィリピン・インド
ネシアの漁業の漁獲量増加も一因である。この若齢魚の変
化に比較して、成魚の漁獲死亡係数の増加は緩やかである。
大型のメバチがまき網やフィリピン・インドネシアの漁業
で漁獲されることがまれであることが、この違いの原因と
考えられる（図 10）。各漁業の産卵資源量に与える影響に
ついては、近年は、まき網の FAD 操業の影響が、はえ縄の
影響よりもやや大きいと推定された（図 11、まき網（流れ
もの操業）を参照のこと）。 
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図 8. 中西部太平洋におけるメバチの Spawning Biomass ratio の推移（1952～2021 年） 
漁業がないと仮定して推定した状態の SB を 1.0 としたときの、実際の SB との比（資源の減耗率）。 
黒の波線は、54 モデルの中央値。濃い青色の影、薄い青色の影は、それぞれ、10・90 パーセンタイル、25・75 パー
センタイルを示す。最も右側の黒丸は近年（2018～2021 年）の中央値、垂直のバーは 10・90 パーセンタイルを示す。 
なお Spawning Biomass ratio の推移は、過去 1 年分の漁業がないと仮定して推定した値。 
最も右側の黒丸や垂直のバーは各年について過去 10 年分の漁業による漁獲がないと仮定して推定した値であること
に留意。 
過去 10 年分のケースが資源管理方策を考える場合の指標に用いられる。 

図 7. 中西部太平洋におけるメバチの F2018-2021/FMSY と
SB2018-2021/SBF=0 プロット（WCPFC 2023） 
SB/SBF=0 は、漁業がないと仮定して推定した現在の SB を
1.0 としたときの 2018～2021 年の平均の SB。 
赤丸は 54 ケースの中央値、黄色丸は診断モデルの結果を
示す。 
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管理方策 

2023 年 12 月に開催された WCPFC 第 20 回年次会合にお
いて、メバチを含む熱帯マグロ類の保存管理措置が更新さ
れ、まき網漁業の操業日数制限や、はえ縄漁業のメバチ漁獲
枠等、主要な管理措置が決定した。2025 年 12 月に開催さ
れた WCPFC 第 22 回年次会合において、同措置を 2027 年
まで延長することが合意された。 

 
まき網（熱帯水域） 
・FAD 操業禁止 

1.5 か月（7～8 月中旬）+ 公海 FAD 操業禁止追加 1 か月 
（4～5 月もしくは 11～12 月） 

・公海 FAD 操業禁止措置は、キリバス排他的経済水域に隣接
する公海でキリバス旗を掲揚する船舶、及び特定の公海で操
業するフィリピンの船舶に適用されない。 

・FAD 操業禁止は、本船以外の船（サポート船）にも適用され
る。 

・FAD 数規制（1 隻あたり常時 350 基以下）：全条約水域に適
用。 

・排他的経済水域内での操業日数制限（我が国の操業日数は
1,500 日）。 
・公海上での操業日数の制限（我が国の操業日数は 121 日）。 

・島嶼国とインドネシアを除く加盟国の大型冷凍船の隻数制
限。 
・海洋生物の絡まりを防ぐため、FAD への網地等の使用禁
止。 

 

はえ縄 
・メバチの漁獲上限 

対象国・地域 漁獲上限（トン） 

日本 18,265 *1 

中国 8,224 *1 

インドネシア 5,889 *1 

韓国 13,942 *1 

台湾 10,481 *1 

米国 6,554 

 *1：オブザーバーカバー率（現行 5％義務）の増加に 
   応じて、漁獲上限を最大 10％増やすことが可能。 

 
【管理戦略評価（MSE）の検討状況】 
「4. マグロ類 RFMO における管理戦略（総説）」に MSE

に関する一般的な説明があるので、参照のこと。 
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図 10. 中西部太平洋におけるメバチの漁獲死亡係
数の推移（1952～2021 年） 
実線は親魚、波線は未成魚の漁獲死亡係数を示す。 
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メバチ（中西部太平洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

14.7 万～15.3 万トン 
最近（2023）年：15.2 万トン 
平均：14.9 万トン（2020～2024 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

1.2 万～1.4 万トン 
最近（2023）年：1.3 万トン 
平均：1.3 万トン（2020～2024 年） 

資源評価の方法 統合モデル（Multifan-CL） 

資源の状態 
（資源評価結果） 

SB2021:69 万トン、SBF＝0:192 万トン（SB2018-2021/SBF=0=0.35） 
F2018-2021/FMSY=0.59 (全ての値は 54 シナリオの中央値を示す。) 
2021 年の資源状態は、過剰漁獲ではなく、乱獲状態でもない 

管理目標 暫定値：2012～2015 年の平均減耗率（SB2012-2015/SBF=0） 

管理措置 

まき網（熱帯水域） 
・FAD 操業禁止 1.5 か月（7～8 月中旬）+ 公海 FAD 操業禁止追加 1 か月 
（4～5 月もしくは 11～12 月） 
・公海 FAD 操業禁止措置は、キリバス排他的経済水域に隣接する公海でキリバス旗を

掲揚する船舶、及び特定の公海で操業するフィリピンの船舶に適用されない 
・FAD 操業禁止は、本船以外の船（tender vessel 等）にも適用される 
・FAD 数規制（1 隻あたり常時 350 基以下）：全条約水域に適用 
・排他的経済水域内での操業日数制限（我が国の操業日数は 1,500 日） 
・公海上での操業日数の制限（我が国の操業日数は 121 日） 
・島嶼国とインドネシアを除く加盟国の大型冷凍船の隻数制限 
・海洋生物の絡まりを防ぐため、FAD への網地等の使用禁止。 
 
はえ縄 
・メバチの漁獲量制限（我が国の漁獲枠は 18,265 トン） 

管理機関・関係機関 WCPFC 

最近の資源評価年 2023 年 

次回の資源評価年 2026 年 
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